
襄の著作は、日記や手紙も含めて「新島襄全集」（同朋斜出版 1983～1997）全10巻に収められています。 

襄について書かれた評伝も数多く出版されています。「新島襄」をキーワードに当館OPACで所蔵調査をしますと、襄の全集、八

重との関連で書かれた資料も含めて、100件近くの資料がヒットします。 

★冒頭の新島襄の肖像画は「新島襄全集」第1巻に掲載されています（湯浅一郎／画 安中教会／所蔵）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
請求記号 資料コード 

「八重・襄・覚馬 三人の出会い」 吉田曠二、坂井誠／著 芸艸堂 2012 281.04/Y86 1110083795 

「めぐり逢い 新島八重回想記」 鳥越碧／著 講談社 2012 913.6/To67 1110081385 

「同志社の母新島八重」 同志社女子大学 2012 K/289.1/N72 1107988907 

「新島襄と八重 同志の絆」 福本武久／著 原書房 2012 289.1/N72 1110068861 

「新島八重 スペンサー銃からバイブルへ八十七年の軌跡」 

笹川壽夫／著 新潟日報事業社 2012  
289.1/N72 1110068036 

「新島八重 新島襄・八重夫妻の蒔いた一粒の麦」 

みさきりゅうま／著 新人物往来社 2012  
289.1/N72 1110068861 

「新島八重を歩く」 星亮一／編 潮書房光人社 2012 289.1/N72 1110025713 

「新島八重 おんなの戦い」 福本武久／著 角川書店 2012 289.1/N72 1110050679 

「新島八重 愛と闘いの生涯」 吉海直人／著 角川学芸出版 2012 289.1/N72 1110064480 

「新島八重と夫、襄」 早川廣中／共著 思文閣出版 2012 289.1/N72 1110013081 

「新島八重と新島襄」 楠木誠一郎／著 PHPエディターズ・グループ  2012 S/289.1/N72 1110050679 

「新島八重と幕末 会津に咲いた八重の桜」 由良弥生／著 セブン&アイ出版 2012       289.1/N72 1110068044 

「新島八重の維新」 安藤優一郎／著 青春出版社 2012 289.1/N72 1108797000 

「新島八重の生涯」 吉村康／著 歴史春秋出版 2012 289.1/N72/11 1110035373 

「新島八重の生涯」 青木繁男／著 ふるさと探訪クラブ 2012 K/289.1/N72 1107970483 

「新島八重ハンサムな女傑の生涯」 同志社同窓会／編 淡交社 2012 S/289.1/N72 1110039946 

「新島八重 武家の女はまつげを濡らさない」 石川真理子／著 PHP研究所 2012 289.1/N72 1110054887 

「日本の元気印・新島八重」 本井康博／著 思文閣出版 2012 F/F1/F 1100465135 

「ハンサムウーマン新島八重」 鈴木由紀子／著 NHK出版 2012 289.1/N72 1110064498 

「ハンサム・ウーマン新島八重と明治の京都」 鳥越一朗／著 ユニプラン 2012 289.1/N72 1110069679 

「八重と新島襄」 保阪正康／著 毎日新聞社 2012 KS/289.1/N72 1110069505 

「八重の桜」 京都文化博物館 2012 K/289.1/N72 1107988899 

「山本八重 銃と十字架を生きた会津女子」 楠戸義昭／著 河出書房新社 2012 S/289.1/N72 1110071378 

「小説・新島八重」 福本武久／著 筑摩書房 2012 913.6/F77 1110078928 

「新島八重その生涯」 不破俊輔／著 明日香出版社 2012 913.6/F98 1110055421 

「会津おんな戦記」 福本武久／著 埼玉福祉会 1991 D/913.6/F77 1100155447 

「新島襄とその妻」 福本武久／著 新潮社 1983 289.1/N72 1110076468 

京 都 府 立 図 書 館 

平成 25 年 6 月 28 日 

新島襄を支えた人々 

アメリカで高校・大学・神学校を卒業した襄は、日本でもキリスト教系の大学を創設したいと決意して、寄付を募って

帰国しました。襄の開校した同志社英学校は、後に大学となり、現在に至っています。同志社英学校を開校した

1875（明治8）年、襄は京都府顧問山本覚馬の妹、八重と婚約し、翌年1月3日に教会で結婚式を挙げました。 

新島襄の略歴 

1843（天保14）：安中藩江戸屋敷で生まれる。 

1864（元治元）：国禁を犯して函館からアメリカへ渡る。 

1874（明治7）：準宣教師の資格を得て日本へ帰る。 

1875（明治8）：京都で同志社英学校を開校する。 

1890（明治23）：永眠。 

◆襄は、妻・八重の行動を”ハンサム”だと表現しています。 

 同志社創設をめぐって 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
請求記号 資料コード 

「ラストサムライ山本覚馬」 鈴木由紀子／著 NHK出版 2012 289.1/Y31 1110081393 

「闇はわれを阻まず」 鈴木由紀子／著 小学館 1998 289.1/Y31 1101746830 

「山本覚馬の妻と孫」 丸本志郎／著 まるもと 1992 289/Y31 1101652640 

「心眼の人山本覚馬」 吉村康／著 恒文社 1986 289.1/Y31 1100200003 

「山本覚馬伝」 青山霞村／著 京都ライトハウス 1976 K/289/Y31 1101056057 

「幕末・会津藩士銘々伝 下」 小桧山六郎／編 新人物往来社 2004 281.26/Ko13/2 1108061019 

「幕末畸人伝」 松本健一／著 文芸春秋 1996 281.04/Ma81 1100173192 

「『天道溯原』を読む」 森中章光／訳注 かもがわ出版 1996 197/MA53 1105612921 

「会津武士」 福本武久／著 歴史春秋出版 1991 289.1/Y31 1100199981 

 
請求記号 資料ID 

「徳富蘇峰が観た三人の校祖」 志村和次郎／著 大学教育出版 2011 377.21/Sh56 1108680263 

「明治の若き群像 森有礼旧蔵アルバム」 犬塚孝明・石黒敬章／著 平凡社 2006 289.1/Mo45 1108502160 

「新島襄の交遊」 本井康博／著 思文閣出版 2005 289.1/N72 1108082890 

「新島襄と私立大学の創立者たち」 志村和次郎／著 キリスト新聞社 2004 377.21/Sh56 1107137570 

「欧米から見た岩倉使節団」 イアン・ニッシュ／編 ミネルヴァ書房 2002 210.61/N79 1106965872 

「国家と教育 森有礼と新島襄の比較研究」 井上勝也／著 晃洋書房 2000 289.1/MO45 1106236951 

 
請求記号 資料コード 

「アメリカン・ボード 200年」 本井康博／著 思文閣出版 2010 K/198.37/Mo84 1108928209 

「アメリカン・ボード宣教師」 同志社大学人文科学研究所／編 教文館 2004 198.37/D88 1107137588 

「来日アメリカ宣教師」 現代史料出版 1999 198.37/B61 1106066200 

 
請求記号 資料ID 

「徳富蘇峰の師友たち 『神戸バンド』と『熊本バンド』」 本井康博／著 教文館 2013 289.1/to45 1110129341 

「ジョーの夢 新島襄と徳富蘇峰、そして八重」 増田晶文／著 講談社 2012 913.6/Ma66 1110081377 

「明治思想史の一断面 新島襄・徳富蘆花そして蘇峰」 伊藤彌彦／著 晃洋書房2010 289.1/N72 1108626159 

「新島襄と下村孝太郎」 志村和次郎／著 大学教育出版 2008 289.1/N72 1108567205 

「新島襄とその周辺」  太田雅夫／著 青山社 2007 289.1/N72 1107446641 

「新島襄とその高弟たち」 志村和次郎／著 上毛新聞社 2004 281.04/Sh56 1108225051 

「新島襄と徳富蘇峰」 本井康博／著 晃洋書房 2002 289.1/N72 1106939158 

「中村栄助と明治の京都」 河野仁昭／著 京都新聞社 1999 K/289.1/N37 1106906363 

 
請求記号 資料ID 

「群馬のキリスト者たち」 山下智子／編著 聖公会出版 2012 192.13/G94 1110129283 

「湯浅治郎と妻初」 半田喜作／編著 『湯浅治郎と妻初』刊行会 1994 289.1/Y96-H 1105146847 

「湯浅半月」 半田喜作／編著 「湯浅半月」刊行会 1989 910.268/Y96 1100163235 

「湯浅半月」 安中町教育委員会／編 安中町教育委員会 1955 910.28/A 1100881026 

「湯浅治郎」 湯浅三郎／編輯 湯浅三郎 1932 ﾖ/943/696 1103371868 

 
請求記号 資料コード 

「同志社の独立」 ポール・グリーシー／著 新教出版社 2012 K/377.28/G85 1110014675 

「京都三大学 京大・同志社・立命館」 橘木俊詔／著 岩波書店 2011 K/377.28/Ta13 1108936780 

「同志社学生キリスト教運動史」 同志社学生キリスト教運動史編集委員会 2010 K/198.32/D88 1107877001 

「同志社大学とアーモスト大学との交流史」 同志社大学人文科学研究所 2008 K/377.28/D88 1107646232 

「同志社山脈」 同志社山脈編集委員会／編 晃洋書房 2002 K/377.28/D88 1108000041 

「同志社女子大学125年」  同志社女子大学 2000 K/377.28/D88 1105957391 

「創設期の同志社」 同志社社史資料室 1986 K/377/SO 1101537866 

「同志社百年史 通史編1,2 資料編1,2」 同志社 1979 K/377/D 1101516043 

「同志社九十年小史」 同志社 1965 K/377/D 1101516027 

「同志社 その八十年のあゆみ」 同志社大学出版部 1955 K/377.28/D88 1106707134 

◆八重の兄、山本覚馬は襄の無二の協力者でした。 

◆襄が属するアメリカの宣教師集団は、物心両面の援助を続けました。 

◆同郷の人たちは襄に傾倒しました。 

◆教え子たちが襄を支えました。 

◆明治維新の元勲、先覚者、襄、共に志を高く持っていました。 

◆襄の志は今も受け継がれています。 

◆明治維新の元勲、先覚者たちと襄の志は同じでした。 

〒606-8343 京都市左京区岡崎成勝寺町9  TEL (075)762-4655  http://www.library.pref.kyoto.jp/ 

 開館時間★火～金曜日：9時30分～19時、土・日・祝日：9時30分～17時 

 休館日★月曜日(祝日及び振替休日は開館、翌日が休館)・毎月第4木曜日・年末年始・特別整理期間 

 


